
長崎短期大学教育改革に関するアンケート（令和 4年度）  

送信件数：300件   回答件数：94件（栄：4 製：2 介：12 国：6 保：70）   回答率：31％ 

 

問２ 所在地 

最も多かった 

都道府県 

長崎県と回答した 

件数 

都道府県  

無回答 

最も多かった 

市町村 

佐世保市と回答し

た件数 

市町村 

無回答 

長崎県 90 0 佐世保市 50 0 

 

 

 

 

 

問３ 働く上で特に重要だと考える必要な能力 

 １位 2位 3位 

栄養 
④自分で目標を設定し、計画的

に行動する力 

③常に新しい知識・能力を身に

つけようとする姿勢 

⑯自分の感情をコントロールする

力 

製菓 
③常に新しい知識・能力を身に

つけようとする姿勢 

④自分で目標を設定し、計画的

に行動する力 

⑨ものごとを客観的・多面的に捉

え考える力 

介護 
③常に新しい知識・能力を身に

つけようとする姿勢 

⑰社会の規範やルールに従って

行動すること 

④自分で目標を設定し、計画的

に行動する力 

国コミ 
③常に新しい知識・能力を身に

つけようとする姿勢 

⑩自分の知識や考えを相手に分

かり易く言葉で伝える力 

⑥問題点や課題に対する新たな

アイデアや解決策を見出す力 

保育 
③常に新しい知識・能力を身に

つけようとする姿勢 

④自分で目標を設定し、計画的

に行動する力 

⑲社会人として意識を持ち、社会

に積極的に参加すること 

選択項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【長崎県以外の都道府県】 

福岡：2    熊本：１   東京：1  

【長崎県内の佐世保市以外の市町村】 

大村市：１３  松浦市：７  西海市：５  長崎市：４  

平戸市：４ 東彼杵郡：４ 北松浦郡：２  諫早市：１ 

①大学で学んだ学問分野や専門領域に関する知識や技能  ②幅広い教養や一般常識 

③常に新しい知識・能力を身につけようとする姿勢  ④自分で目標を設定し、計画的に行動する力 

⑤現状を分析し、問題点や課題を発見する力  

⑥問題点や課題に対する新たなアイデアや解決策を見出す力 ⑦情報や知識を論理的に分析する力  

⑧多様な情報を適正に判断し、効果的に活用する力  ⑨ものごとを客観的・多面的に捉え考える力  

⑩自分の知識や考えを相手に分かり易く言葉で伝える力 

⑪自分の知識や考えを図や数字を用いて表現する力  ⑫自分の知識や考えを文章で論理的に書く力 

⑬他者の知識や能力を結集し応用できる力  ⑭複数の業務・活動を調整する力 

⑮プレッシャーの中で自身の能力を発揮できる力  ⑯自分の感情をコントロールする力 

⑰社会の規範やルールに従って行動すること  ⑱社会・文化・人の多様性を理解し、尊重すること 

⑲社会人として意識を持ち、社会に積極的に参加すること  ⑳外国語で書いたり話したりする力 

㉑社会人基礎力(３つの能力・1２の能力要素） 



問 4 長崎短期大学卒業生の印象 

 非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 未回答 

栄養 2 1 1    

製菓 1  1    

介護 4 7 1    

国コミ 3 3     

保育 6 41 19   4 

合計 16 52 22   4 

 

問 5 地域密着型教育のメリットとして考えられること 

 １位 2位 3位 

栄養 
③学生と地域の方々との接点の

発生 

⑰学生自身の社会人基礎力の

向上 
①学生の地域志向性向上 

製菓 
⑫企業・事業所内での協力体制

の強化 

④地域の中小企業の魅力（商

品・技術・人材）への理解 
⑤地元就職者増加のきっかけ 

介護 
③学生と地域の方々との接点の

発生 

④地域の中小企業の魅力（商

品・技術・人材）への理解  
⑯大学側との連携の強化 

国コミ ①学生の地域志向性向上 ⑤地元就職者増加のきっかけ ⑧企業・事業所の知名度の上昇 

保育 ⑤地元就職者増加のきっかけ 
⑰学生自身の社会人基礎力の

向上 
①学生の地域志向性向上  

選択項目 

 

まとめ 

前回の回答率 24.6％に比べ、今回は 31％と微増した。その中でも県内企業からの回答が多く地域に根ざした大学で

あることを改めて実感することができた。 

また、働く上で特に重要だと考える必要な能力については「常に新しい知識・能力を身につけようとする姿勢」や「自分

で目標を設定し、計画的に行動する力」など自主的な姿勢が必要とされていることが明らかになった。    

本学学生の印象としては「良い」が多いが、個人差があると書かれており、今後は全学的なレベルアップが必要である。 

地域密着型のメリットとしては「学生と地域の方々との接点の発生」「学生の地域志向性向上」「地元就職者増加のき

っかけ」が多く、地域企業から本学の学生への期待度の高さをうかがえることができた。 

今後はさらに地域企業と連携を取り、地域密着型の教育で地域に愛される大学を目指していきたい。 

①学生の地域志向性向上 ②地域の歴史や成り立ちへの理解度上昇 ③学生と地域の方々との接点の発生 

④地域の中小企業の魅力（商品・技術・人材）への理解 ⑤地元就職者増加のきっかけ ⑥地域課題の発見 

⑦既存、または新規の地域課題解決への道筋 ⑧企業・事業所の知名度の上昇 ⑨学生の経験値の蓄積 

⑩新たな視点や思考に触れることによる業務の発展 ⑪従業員の指導力向上（メンター制導入） 

⑫企業・事業所内での協力体制の強化 ⑬福利厚生制度見直しへの契機 ⑭固有の技術や知識の継承 

⑮教育・体験プログラムの開発 ⑯大学側との連携の強化 ⑰学生自身の社会人基礎力の向上 

⑱社会貢献 ⑲その他 


